






















































3M Company によって 1979 年より製造・販売されて
いるポリエステル・ポリプロピレン（PET・PP）系の
化学繊維製品の総称である。
直径 15μm ほどの PET・PP 混化繊であり、非常に














Fostex 社の FE103-Sol （インピーダンス 16Ω）を使































20W、8Ω 時で 10W である。電源はモーターサイク
ル 用 12v バ ッ テ リ ー  FTZ14-BS（10 時 間 率 容 量 
14Ah）を使用した。
スピーカの f 特測定用シグナルとして、JAPAN 
AUDIO SOCIETY の AUDIO TEST CD-1 トラック 49
に収録されているピンクノイズを使用した。この音













周波数特性（f 特）の測定には PHONIC 社の PAA3X
を用いた。PAA3Xの測定条件設定を周波数 20～20k Hz
を 1/3 オクターブごと 31 バンドに分割、測定レンジ
40 ～ 100dB、周波数補正（重み付け）は設定せず、





















すでに示した通り、JIS 標準箱にて測定された f 特で
ある。概ね聴取可能な周波数は 90 ～ 20k Hz であり、
特に 200 ～ 20k Hz がほぼフラットな周波数特性とな
っている。それに対して、スピーカユニット単体時の、
さらにシンサレート吸音材を装着し、さらに量を変






97.7dB 条件下で 1kHz 以上の高音はほぼフラットに再
生されている（基準レベル 80dB）。この結果は製造元















背面軸上 45 度、距離 50cm にて測定）。





97.2dB 条件下でフラットな再生領域が 20k ～ 800Hz
あたりまで低周波方向に拡大していることが認めら




シンサレート吸音材 20g を装着した際の f 特（Fig.10）
上記の状態から、さらに吸音材（サイズ 10x50cm、
10g）を追加した結果を示す。実測音圧 97.4dB 条件下











で 20k ～ 500Hz あたりまでフラットな再生領域が示




シンサレート吸音材 40g を装着した際の f 特（Fig.12）
上記の状態から、さらに吸音材（サイズ 10x50cm、
10g）を追加した結果を示す。実測音圧 97.7dB 条件下
で 20k ～ 500Hz あたりまでフラットな再生領域が示

































































「長岡鉄男のオリジナル・スピーカー設計術 1 ～ 4」
を参考にしていただきたい。また本文中の Fig.2 ～ 5
については 3M 社、Fostex 社の関連製品解説ホームペ
ージより引用した。　
